
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和４．７．15 現在） 総数 278 名 

１年 89 名  ２年 104 名  ３年 85 名 

令 和 ４ 年 ７ 月 2 0 日 

  

 

 

奄 美 市 名 瀬 朝 日 2 9 番 地 １ 

T E L  5 2 - 1 1 9 5  F A X  5 3 - 5 6 5 0 
HP:http://www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j/ 

夏
休
み
そ
し
て
二
学
期
へ
向
け
て 校

長 

山 

宗
功 

 

一
学
期
終
了
と
い
う
節
目
の
終
業
式
に
あ
た
り
、
ま
ず

は
、
大
き
な
事
故
等
も
な
く
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
職
員
・
保
護
者
そ
し
て
何
よ
り
も
生
徒
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

朝
、
登
校
指
導
で
立
っ
て
い
る
と
、
日
々
の
変
化
は
そ
う

感
じ
ま
せ
ん
が
、
四
月
当
初
に
比
べ
る
と
一
人
一
人
が
た
く

ま
し
い
顔
つ
き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
瞬
間
が
あ
り

ま
す
。 

 

生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
日
々
、
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、
思

索
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

 
 

中
学
生
と
い
う
時
期
、
思
春
期
真
っ
只
中
で
あ
り
、
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
や
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
紆
余
曲
折
こ
そ
が
人
間
を
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

半
世
紀
生
き
た
私
か
ら
見
れ
ば
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

可
能
性
の
か
た
ま
り
で
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
の
夏
は
二
度
と
戻
っ
て
は
き
ま
せ

ん
。
夏
休
み
明
け
に
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
こ
の
夏
を
、
そ

し
て
青
春
を
謳
歌
し
て
、
二
学
期
の
始
業
式
で
一
段
と
た
く

ま
し
く
な
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

 
 

部
活
動
に
打
ち
込
む
も
よ
し
、
自
分
自
身
の
興
味
や
趣
味

を
極
め
る
も
よ
し
。
苦
手
教
科
を
克
服
し
た
り
、
得
意
教
科

を
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
も
ま
た
よ
し
。
目
標
を
も
っ
て
過

ご
し
、
ぜ
ひ
唯
一
無
二
の
素
敵
な
「
夏
休
み
」
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
学
期
間
生
徒
の

成
長
を
見
守
り
、
学
校
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
中
は
、
お
子
さ
ん
が
家
庭

や
地
域
で
過
ご
す
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
夏
休
み

期
間
中
し
か
で
き
な
い
有
意
義
な
時
間
を
お
子
さ
ん
と
共

有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
先
日
の
学
校
評
価
で

い
た
だ
い
た
御
意
見
等
を
生
か
し
、
夏
休
み
以
降
も
生
徒
の

成
長
を
職
員
一
同
、
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

七
月
九
日
（
土
）
に
二
年
ぶ
り
と 

な
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
度
も
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
保
護

者
の
方
々
に
入
場
制
限
を
か
け
た

り
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
演
奏
だ
っ
た

り
と
一
部
制
限
を
か
け
た
開
催
と

な
り
ま
し
た
。 

一
・
二
年
生
に
と
っ
て
は
中
学 

生
活
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
三
年

生
に
と
っ
て
は
中
学
校
生
活
最
後

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
が
日
頃
の
音

楽
の
授
業
や
昼
休
み
や
放
課
後
の

時
間
な
ど
を
使
っ
て
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
ど
の
学
級
も

こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
学
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
教
育
活
動

が
制
限
さ
れ
て
き
た
中
、
何
と
か
開

催
で
き
た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち

の
練
習
へ
の
取
組
や
本
番
の
表
情

を
見
て
い
る
と
、
改
め
て
学
校
行
事

の
大
切
さ
素
晴
ら
し
さ
も
感
じ
ま

し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
、
無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今

後
と
も
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
年
ぶ
り
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



７月も様々な体験学習で深く学びました 

職場体験学習（３年生） 

 ７月 13 日(水)・14 日(木)の２日間

30 事業所にお願いして職場体験学習

を実施しました。コロナ禍にもかかわ

らず多くの事業所がひきうけてくだ

さり，生徒たちも将来における望まし

い職業観について考えたり，社会人・

職業人としての適応力を高めたりす

る良い機会にすることができました。 

生徒たちは大変だったようですが，体

験後の表情からとても充実した経験

だったと感じることができました。 

 

奄美看護学校訪問（２年生） 

 ７月 13 日(水)に奄美看護福祉専門学

校への授業体験を行いました。急激な感
染拡大に伴い,午前中のみの体験になり
ました。内容は,全体説明の後，福祉学科
やこども・介護学科について学びました。
福祉学科については,福祉に関する機器
や用具等の正しい知識を学び,こども・介
護福祉学科については，介護に関する体
験学習をしたりすることが目的になりま
す。午前中のみの体験となりましたが,と
ても充実した活動になりました。 

認知症サポ―ター養成講座(１年生) 

 ７月 13 日(水)に名瀬地域包括支援

センターや認知症キャラバンメイト

の方々を招聘し，認知症サポーター養

成講座を実施しました。認知症の方々

やその家族が安心して地域で暮らし

ていけることを目指し，認知症のこと

を正しく理解し，応援する人を育成す

ることが目的です。生徒たちも自分に

できることは何かということを真剣

に考えながら，取り組むことができた

ようです。 

学校評価の御提出ありがとうございました 家庭生活についてもみんなで考え，学習していきましょう 

 学校評価の御提出ありがとうございました。学校評価は，多面的な立場から学校の教育実践や家庭での取組を把握・

分析し，今後の教育活動のよりよい実践に生かしていくことが目的です。また，保護者の方々が家庭での生活を振り返

ることで子どもたちと一緒に生活改善を目指すきっかけになることを目指しています。提出状況は以下のとおりです。 

１ 学校評価について 

ほとんどの項目で 3.0 以上のポイント  

であり，学校の教育活動に肯定的である  

と考えられます。 

生徒は学習内容が身に付くように家庭   

学習に取り組んでいますか。（毎日 120 分    

以上）という項目が全学年で 3.0 を下回って

います。家庭学習 120 分の定着が難しいよう

です。月毎の生活の記録の振り返りなどを生かし，生活改善，学習時間の確保を目指してほしいと思います。※奄美市

全体としては 6090 運動（小学生は 60 分，中学生は 90 分の家庭学習）を推進しています。 

２ 家庭評価について 

  生徒を称賛することや傾聴の姿勢，家庭生活におけるしつけなどは，高い傾向がみられます。全体的に学習に係る項

目について低い傾向にあり，家庭学習の雰囲気づくりや保護者の見届け等が課題としてみられます。 

項目によっては，学年としての課題もみられるため，学校や学級長と連携し，学級通信や学年通信で話題に取りあげ

たり，学級ＰＴＡや教育相談の議題とするなど課題の克服を目指せたらと思います。 

生活の記録の振り返りや日頃の家庭学習への取組など複合的に生かしていただければと思います。 

 
１年全体 ２年全体 ３年全体 全校 

Ｒ１ 65% 67% 64% 67% 

Ｒ２ 75% 73% 66% 71% 

Ｒ３ 54% 71% 75% 66% 

Ｒ４ 87% 80% 75% 81% 

家庭教育学級 保護者の方々も頑張っています。 学習の成果を確認した期末テスト 

 

 

 

 

 

 

７月１日（金）に第１回家庭教育学級を開催しました。内

容については，本年度初めての開催だったので，家庭教育学

級部長の福原さんより今後の活動計画について説明があり

ました。その後，６月 26 日に開催された学力向上フォーラ

ムの「家庭学習のあり方」について報告を基に，研修を深め

ました。いよいよ夏休みに入ります。生徒たちの学力向上や

主体的に学習に取り組む態度の育成など御家庭でも御協力

いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 ６月 22 日(水)からの３日間，これまでの学習の成果を

確認する期末テストを実施しました。１年生にとっては初

めての９教科でのテストになり，勉強の仕方や家庭学習へ

の取り組み方などいろいろなことを見直すいい機会にな

ったと思います。また，２・３年生にとっては自分の進路

実現に向けた取組になっていきます。期末テストの結果を

生かしこれから始まる夏休みに向けて計画を立て，取り組

んでほしいと思います。 

７月行事について ７月 22 日（土）～29 日（金）県総合体育大会 多くの部活動が出場します。 

８月行事について ８月 19 日（金） 出校日 19 日には宿題の提出があります。８月１日の出校日はありません。 

※ 日程の変更などについては,安心・安全メールにて発信しますので，御確認ください。 



 


